
  

【
作
者
】
王
安
石
（
一
〇
二
一
～
一
〇
八
六
年
）
・
北
宋
の
詩
人
、
文
章
家
、
政
治
家
。
唐
宋
八
大
家
の
一
人
。
字
は
介
甫
（
か
い
ほ
）
、
半
山
（
は
ん
ざ
ん
）
は
号
。 

一
〇
四
二

年
の
進
士
、
淮
南
（
わ
い
な
ん
）
の
判
官
よ
り
宰
相
（
さ
い
し
ょ
う
）
と
な
り
財
政
再
建
の
た
め
新
法
を
実
施
し
て
実
績
を
あ
げ
た
が 

神
宗
（
し
ん
そ
う
）
が
崩
（
ほ

う
）ず
る
や
、
失
脚
、
鍾
山
に
隠
棲
、
一
〇
八
六
年
失
意
の
中
に
没
。
年
六
十
六
歳
。 

唐
宋
八
大
家 

唐
宋
二
代
の
八
人
の
大
文
学
者 

韓
愈
（
か
ん
ゆ
）
、
柳
宋
元
（
り
ゅ
う
そ
う
げ
ん
）
（
以
上
、
唐
）
。
欧
陽
修
（
お
う
よ
う
し
ゅ
う
） 

、
蘇
洵
（
そ
じ 

ゅ
ん
）、
蘇
軾
（そ
し
き
）、
蘇
轍
（そ
て
つ
）、
曽
鞏
（そ
う
き
ょ
う
）、
王
安
石
（以
上
、
宋
）。 

【語
釈
】＊
濺
濺…

水
が
小
さ
い
し
ぶ
き
を
散
ら
し
て
流
れ
る
さ
ま
。 

【通
釈
】石
造
り
の
橋
、
茅
葺
き
の
小
さ
な
家
、
湾
曲
し
た
岸
辺
、
小
川
の
水
は
さ
ら
さ
ら
と 

土
手
の
間
を
流
れ
て
ゆ
く
。 

 
 

 
 

 

晴
れ
た
初
夏
の
日
差
し
に
暖
め
ら
れ
た
風
が
吹
き
、
麦
の
香
り
を
運
ん
で
く
る
、
緑
の
木
陰
、
下
生
え
の
草
々
も
花
ど
き
の
春
よ
り
め
で
た
く
感
じ
ら
れ
る
。 

【備
考
】政
治
と
は
無
縁
の
の
ど
か
な
春
の
光
景
を
眼
に
浮
か
ぶ
よ
う
に
え
が
い
て
い
る
。
こ
の
一
首
を
見
て
も
作
者
が
優
れ
た
詩
人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 


